
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度  事 業 報 告 書

艶塑饉 型ど匿塾し△上童量生幽堕l全国室2」L墜
=望

生

1 事業の成果

オンラインによるシンポジウムを 2回開催した。啓発事業では、支援団体・企業との連携により、約
23万枚のオレンジリボンマスクの頒布、ポスターコンテス ト、学生によるオレンジリボン運動、支援企

業・団体との情報交換会等を行った。兵庫県尼崎市において、子ども・子育て支援による虐待予防を目的
に、「オレンジリボンフェスタ」を地元民間団体と共催した。「子どもの虐待死を悼み命を讃える市民集
会」をハイブリッド開催するとともに、虐待防止をアピールする行進を行った。他団体との連携事業で
は、全国の支援団体との共催による啓発活動等を行った。
以上の活動により、虐待に関する認識を市民に広め、当会のミッションである児童虐待の防止に貢献す
ることができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【43,214】 千円)

定款に記
載された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益対象
者範囲

受益対
象者人

数

事業費
(千円)

児 童 虐 待

防 止 シ ン

ポ ジ ウ ム

事業

子 どもの権利 擁護 を 目指 す
「2022年改正児童福祉法」につ

いて

改正法を実施す る上での課題

と対応のあり方について、それ

ぞれの立場か ら報告がな され

た。全国の関係者の参加が多く

あり、課題等について共に考え

る機会となった。

2022年 19

月 24日

オンライ

ン

約 10人 一 般 市

民、 自治

体、団体

約 1,180

人

2,721

「児童虐待防止における民間

団体の役割～自治体 との連携
を進めるために」

地域での家事支援や子育て支

援、民間団体の活動が子ども虐

待防止に果たしている役割、行

政 との連携について報告がな

された。

2023イ手12

月 23日

オンライ

ン

約 10人 一般市民 約

人

800

児 童 虐 待

防 止 啓 発

事業

オレンジリボンフォーラム

兵庫県尼崎市を拠点 とす る地

元実行委員会との共催により、
「オ レンジ リボ ンフェス タ

2022 inあ まがさき」を開催 し

た。 このフォーラムを通 して
「子 どもと子育てにや さしい

社会」、「子 ども虐待のない社

会」の実現につながるような場

となった。

2022年 11

月 6日

ひと咲き
プ ラ ザ

(兵 庫 県

尼崎 市 )

/ラ イブ

配信

3人 一般市民 約 2,500

人

1,103

オレンジリボン配布活動

児童虐待防止のシンボルであ

るオレンジリボンやオレンジ

リボンバッジ等の啓発グッズ、
マスクの配布、さまざまなキャ
ンペーンヘの参加等により、児

童虐待のない社会の実現を目

指す啓発活動を行った。

通年 全国 自治体、

企 業 団

体、一般

市民、ボ

ラ ン テ

イア

一般市民 チ ラ シ

頒布 (約

12万枚)

マ ス ク

配布

(約 23

万枚)他

29,421



オ レンジリボンポスターコン

テス ト

ー般への啓発を目的に、全国の

美術系学校他、また中学生以下
のユースより広 くオレンジリ
ボンを用いたポスターのデザ

インを募集し、コンテス トを実

施した。コンテス ト共催企業と

ともに受賞作品を活用し、啓発

活動を行った。

2021年 12

月～2023

年 7月

表彰式 :

文京スカ

イホール

(東 京

都)

約 10人 一般市民 約

人

550 3,307

学生によるオ レンジ リボン運

動

全国の大学等にオ レンジ リボ

ン運動への参加を呼び掛け、64

校からの参加登録があった。オ

ンラインによる報告会を開催

し、参加登録校の中から4校が

参加 し発表を行った。

2022`手17

～2023年

3月 、

2023」年12

月 19日

全 国 各

地、オン

ラ イ ン

(報 告

会)

約 10人 学生、若

い世代他

一 般 市

民

122

オ レンジリボン運動 情報交換
△

支援企業・団体を対象に、オレ

ンジリボン運動の活動報告、講

演、ブレイクセッションを行っ

た。

2022`キ19

月 14日

オンライ

ン

約 10人 オ レンジ

リボン支

援企業お

よび支援

団体

約 40人 33

虐待で命を落とした子 どもの

鎮魂集会事業

児童虐待で命を落とした子 ど

もの冥福を祈り、虐待のない社

会を目指すための集会を会場

と同時ライブ配信で実施した。

2022年 11

月 27日
銀座プロ

ッ サ ム

(東 京

都)/ラ
イプ配信

約 50人 一般市民 約

人

650 2,122

市民ミーティング

個人サポーターを中心に子 ど

も虐待防止のために一人ひ と

りに何ができるのか、グループ

ディスカッションを交え、参加

者同士で意見交換 し、考える場

とした。

2022`キヨ8

月 19-20
日

12月 3日

オンライ
ン/日 本

教育会館

(東 京

都)

3人 一般市民 約 70人 229

目的 を 同

じ くす る

団 体 との

連携事業

オレンジリボン共催事業

支援団体にイベン ト共催を呼

びかけ、虐待防止のイベント共

催を呼びかけ、全国 16団体とと

もに虐待防止の啓発活動を行
った。

2022(年度

中

全国各地 約 10人 一般市民 一 般 市

民 (不特

定多数)

3,966

日本子 ども虐待防止学会 との

連携

オ レンジ リボンを通 じて児童

虐待防止の啓発を行った。

2022年 12

月 10-11
日

福岡県 3人 糸つ
1 2,500

人

190

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0】 千円)

定款に記

載された

事業名

事業内容 日時 場 所
従事者

人数

事業費

(千円)

な し



書式第 13号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用
令和4年度 活動計算書

令和4年4月 1日 から令和5年3月 31日 まで

I 経常収益
1 受取会費

正会員受取会費
賛助会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金
指定正味財産の部より受取寄附金振替額

3 受取助成金等
受取助成金等

4 事業収益
(1)児童虐待防止シンポジウム開催事業収益
(2)児童虐待防止啓発活動事業収益
(3)目 的を同じくする団体との連携事業

5 その他収益
受取利息
雑収入

経常収益計
Ⅱ 経常費用

1 事業費
(1)売上原価

期首棚卸高
仕入高
期末棚卸高

(2)人件費
役員報酬
給料手当
法定福利費

人件費計
(3)そ の他の経費

外注費
業務委託費
旅費交通費
通信費
接待交際費
印刷製本費
地代家賃
保険料
水道光熱費
消耗品費
租税公課
支払手数料
諸会費
協賛金
会議費
新聞図書費
会場費
雑費
寄付

その他経費計
事業費計

2 管理費
(1)人件費

役員報酬
給料手当
法定福利費

生産担当壁国壁込児童昌堅拠墜墾墜2上Z二∠

0

531,445
72,222

日
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ｎ
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υ
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０
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０
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０
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33,902,325
5,069,700

ｎ

ｖ

0

2,400,000
0

849
5,805

2,453,000

38,972,025

0

2,400,000

6,654
43 831 679

8,644,699
4,282,561
8,323,730
3,961,592

0

10,097,464
1,372,210

11.469。 674

4,816,838
3,169,725

838,214
1,800,890

0

170,899
1,975,050

18,600
83,208

962,163
398,400

4,122,743
0

4,029,954
363,691

0

349,740
0

0

23,100,115
43,214,488



福利厚生費
人件費計

(2)そ の他の経費
外注費
業務委託費
旅費交通費
通信費
接待交際費
印刷製本費
地代家賃
保険料
水道光熱費
消耗品費
租税公課
支払手数料
諸会費
会議費
新聞図書費
会場費
雑費

その他経費計
管理費計

経常費用計
当期経常増加額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

当期経常外増加額
税引前当期一般正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期一般正味財産増減額
前期繰越一般正味財産額
次期繰越一般正味財産額

指定正味財産の部
I 受取寄附金
Ⅱ 一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増加額
前期繰越指定正味財産
次期繰越指定正味財産

618,005

5,770
21,175
20,219
47,771
38,300
31,169
103,950

4,379
197,658

1,000
577,496
55,375

3,109

3.600
.110.971

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ 0

△  1,111,785

ｎ

Ｖ
∩

Ｖ

ｎ

ｖ

0

△  1,111,785
0

△  1,111,785
144,222,304
143,110,519

5,069,700
340 △ 5,069,360

36,277,802
31,208,442

174.318.961

1 728

464



書式第 15号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用
令和

4黒繁具甚警
照表

壺麺翌ヒ営■」旨」鰹込』己]直生阻±全目室」と」=2L=2
科 目

174,255,178

503,217

36,277,

144,222,304

143,110,519

´
０

ｒ
Э

７
１

７
１

′
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Ｆ
Э

31,208,

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

＾
υ

Ａ
Ｕ

ｎ
ｖ

7,169

328,200

167,848

138,336,450
3,961,592

748,694

20,017,724
11,190,718

174_R22_17R

I 資産の部
1 流動資産

現金預金

棚卸資産

前渡金

未収入金
オレンジリボン基金特定資産 (定期 )

オレンジリボン基金特定資産 (預金 )

流 動 資 産 合 計

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

前期オレンジリボン基金特定資産
当期オレンジリボン基金特定資産増加額

指 定 正 味 財 産 合 計
2 -般 正味財産

前期繰越正味財産
当期一般正味財産増加額

一 般 正 味 財 産 合 計

負 借 及 び 正 味 財 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産
(2)無形固定資産
(3)投資その他の資産

敷金

投資その他資産計
固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

未払消費税等

預 り金

前受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計



16

令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

1 重要な会計方針
計算書類の作成は、口0法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 一部改正 熙0法人会計基準協議会)に よつています。

2.事業別損益の状況

3.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は174,318,961円 ですが、そのうち36,277,802円 は、下記のように使途が特定されています。

4.固 定資産の増減内訳

5。 事業費 と管理費の按分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、法定福利費、地代家賃、水道光熱費、旅費交通費、通信費、業務委託費、
支払手数料については従事割合に基づき抜分しています。

科 目 シンポジウム事業

33,902,325
5,069,700

2,400,000

目的を同じくする
事業部門計

と

33,902,

5,069,

2,400,

管理部門

2,453,

合 計

2,453,

33,902,

5,069,

2,400,

一般正味財産増減の部
I 経常収益

1.受取会費
2.受取寄附金
指定正味財産より受取寄付金振替

3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)売上原価
期首棚卸高
仕入高
期末棚卸高

(2)人件費
役員報酬
給料手当
法定福利費
福利厚生費
人件費計

(3)その他経費
外注費
業務委託費
印刷製本費
旅費交通費
通信費
接待交際費
地代家賃
保険料
水道光熱費
消耗品費
租税公課
支払手数料
諸会費
協賛金
会議費
新聞図書費
会場費
雑費
その他経費計

経常費用計
当期経常増減額

41.372.025 41_372_ 2.459.654 43.831.679

8_644_ 8_644_ 8.644.699

0

531,445
72,222

4,282,561
8,323,730
3,961,592

0

9,034,574
1,227,766

8,323,

3,961,

531,445 10,097,

1,372,

531,

72,72,

4,282,561
8,323,730
3,961,592

0

10,628,964
1,444,377

14.338
11.469.6741 618_005 12_087_67

941,175
40,975
15,610

536,481

103,950

4,379
60,806

414,164

2_117_540

4,816,838
2,207,375

129,924
779,914

1,248,820

1,767,150
18,600
74,450

691,581
398,400

3,583,658

1,000,000
363,691

349,740

17_430_141

21,175

42,690
15,589

103,950

4,379
209,776

124,921

3,029,954

3_552_434

4,816,838
3,169,725

170,899
838,214

1,800,890
0

1,975,050
18,600
83,208

962,163
398,400

4,122,743
0

4,029,954
363,691

0

349,740
0

23.100.115

5,770
21,175
31,169
20,219
47,771
38,300
103,950

4,379
197,658

1,000

577,496
55,375

3,109

3,600
1.110.971

4,822,608
3,190,900

202,068
858,433

1,848,661
38,300

2,079,000
18,600
87,587

1,159,821
399,400

4,700,239
55,375

4,029,954
363,691

3,109
349,740

3,600
24.211.086

2.721.207 36.337.180 4.156.101 43.214.48〔 1.728.976 44,943,
/ヽ  ,_7,1_,07 5_034_8` A 4_156_101 /ヽ  1_842_` 730_67 /ヽ  1_111_7

肉 谷 lili『圭■
=t言

1 巴tiliFi.・ 〕|:h■ 聖1liittZ序 :ヨ 【FL調

36,277, 5,069,700 31,208,442オ レンジ リボン基金特定資産

合計

科 目 ::曖 (=ヨ 減 少

567,000 567,000567,000

567.000

敷金

合 計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 財産目録
事 業 報 告 用

盤島1日艶囲勘L法人」園動!壼立上全旦主上巳と立 _

円

567,000

７
１

０
０

143,110,51

31,208,

8,038,122

1

20,017,724
11,190,718

3,961,592
748,694

26,

4,827,

283,

75,821,

49,339,

501

030

I 資産の部
1 流動資産

現金預金

現金

住信 SBIネ ット銀行 普通預金
三菱UFJ銀行 笹塚支店 普通預金
みずほ銀行 笹塚支店 普通預金
ゆうちょ銀行 明大前 振替口座
みずほ銀行 笹塚支店 定期預金
オレンジリボン基金特定資産

みずほ銀行 笹塚支店 定期預金
みずほ銀行 笹塚支店 普通預金

棚卸資産
前渡金
未収入金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産
ソフ ト開発費用

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

長期前払費用

投資その他資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未払金

未払消費税等
前受金

預 り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産

オレンジリボン基金

2 -般 正味財産

正 味 財 産



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

」E豊:出1囲]塗L△」塵菫 」地il上全国室ュ」巳:墜:_

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入)氏   名

1

⌒

駆彗井監事
ヨシダ ツネオ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月 日

日年 月吉田 恒雄

2
⌒

健箋ソ
。監事

37-? 7ya 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日小沼 篤子

3
⌒

健望ン監事
クロダ クニオ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月 日

日年 月黒田 邦夫

4 ①
・監事

コウソ トキコ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日高祖 常子

5 〇
・監事

マツバラ ヤスオ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月 日

日年 月松原 康雄

6
⌒

健壁ジ・監事
マツダ タケトシ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日松田 雄年

7 〇
・監事

カワマツ リョウ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日川松 亮

8 〇
・監事

クメ ハヤ ト 令和4年 6月 5日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年久米 隼

9
⌒

理事業奎ソ
カケガフ アキ 令和 4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年 月 日掛川 亜季

10 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年
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氏   名

1 吉田 恒雄

2 」ヽ沼 篤子

3 黒田 邦夫

4 高祖 常子

5 除原 康雄

6 松田 雄年

7 |‖松 亮

8 田澤 茂之

9 武藤 素明

10 掛川 亜季

11 高橋 茂―

12 久米 隼


